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ごみ処理における課題

柏市のごみの排出状況，組成調査，web による市民アンケート(以下「市民アンケート」。)等の結果を

踏まえ，下記のとおりごみ処理における課題を整理しました。

1．排出段階での課題

①家庭系ごみ

【排出量】

近年，旧柏地域における家庭系ごみの排出原単位は減少傾向で推移しており，千葉県平均より

少ない現状にあります。しかしながら，市川市，松戸市等の近隣自治体よりは多い状況にあり，

さらなる減量が課題となっています。

千葉県内市町村との比較（平成 26 年度 家庭系ごみの排出原単位）

【資源化可能物の混入・分別の不徹底】

今回，家庭系可燃ごみの排出状況について調査した結果，資源化可能な紙類が平均約６％混入し

ていることが分かりました。また，市民アンケートでは，ざつ紙を資源ごみの日に出していると

回答された方は３６．９%に留まっており，資源化可能な紙類がごみとして排出され資源化されて

いないことが課題となっています。

問                 芯 封筒   用紙

     紙  主      出       

ごみ組成調査結果（混入物の割合） 市民アンケート（問 17）結果

資料５
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次に，分別の取組について，市民アンケートでは，「分からないものは混ぜて出している」，「あ

まり心がけておこなっていない」又は「おこなっていない」との回答が 33.2％見られ，不燃ごみを

排出する際電池を取り除かずにそのまま不燃ごみに出されている方が 9%に及んでいます。また，容

器包装プラスチック類について平成２６年度の容器包装ベールの品質評価で禁忌品の混入により

評価が下がるなど，資源化可能物以外の混入もみられるなど，分別の不徹底が課題となっています。

市民アンケート（問６）結果

市民アンケート（問１９）結果

問１９．リモコン、時計、おもちゃ等を不燃ごみで出す際、使用されていた電池は、取り除いて有害ごみの日に出していま

すか。

問６.ごみの分別はどの程度行っていますか。
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【情報周知の不足】

柏市がおこなっている施策について，市民アンケートでは，「知っているものはない」との回答

が 44.1％となっています。また，今後必要な施策として多くの方が「分別が分かりにくいものを広

報などで定期的に取り上げること」をあげており，情報周知の不足も課題となっています。

市民アンケート（問 12）結果

【高齢化社会への対応】

全国的に高齢化社会が進んでおり，全国の高齢化率は 26.7％（平成 27 年 10 月１日現在）となっ

ています。現在の本市における高齢化率は 23.8％（平成 27 年４月１日現在）で，千葉県内市町村

と比べると 44 位（全 54 市町村）と低い状況ですが，今後は増加していくと予想されます。高齢者

の増加に伴い，日常生活におけるごみの排出が困難になる市民も増えると考えられるため，これら

の市民をサポートする体制の構築が必要です。

②事業系ごみ

近年，事業系の排出量は増加傾向にあり，その減量が課題となっています。

事業系ごみ総排出量の推移

  清掃施設見学会 実施     減量説明会 開催                 

    減量広報紙              発行            実施   生  処理容器等購入費 補助

  出前授業 市内小学生対象        教室    館                 館 

        家具 自転車 販売    館                          館不用品交換情報    

     推進事業所   推進店推奨制度    小型家電     回収      他

   知         

問 12 柏市がおこなっている以下の施策について、知っているものを全てお選びください。
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２．収集運搬に関する課題

平成 27 年 10 月から可燃ごみ等の一部の収集事業において，民間委託に移行しています。しかし

まながら，ごみ収集業務を担う市職員数は年々減少かつ高齢化しており，安定的なごみ収集を継続

するため，民間事業者への委託について引き続き検討が必要な状況にあります。

３．中間処理に関する課題

【焼却施設】

柏市全体では，柏・白井・鎌ヶ谷環境衛生組合が運営するクリーンセンターしらさぎ，柏市が運

営する北部クリーンセンター及び南部クリーンセンターの３つの焼却施設があります。これらの施

設の効率的な再整備による広域処理の可能性の検討は継続しています。このような中，施設の老朽

化が進んでいることから，各清掃施設の機能を合理的かつ効率的に維持・更新・修繕していく必要

があります。

【リサイクル施設】

現施設は施設の稼働から 14 年が経過し，今後老朽化が進んでいくことから，長寿命化計画の策

定，計画に基づく対策工事を行い施設機能の維持・更新を図る必要があります。

  処理関連施設一覧 平成  年 月 日現在 

施 設 名 稼働開始年月 稼動年数 場 所

 北部         焼却工場   年  月   年 船戸山高野    

 南部         焼却工場    年  月   年 南増尾     

              焼却工場    年  月   年 藤 谷     

 粗大  処理施設 破砕施設    年  月   年 月 船戸山高野    

 柏市         選別 加工施設    年  月   年 十余二        
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４．最終処分に関する課題

最終処分量の推移をみると，近年大幅に増加しており，現計画の目標値（平成 27 年度 3,500t 以下）

を達成できていません。平成 23 年度以降，焼却灰から基準値を超える放射性物質が確認されたため，

焼却灰等の資源化を中止していることが要因です。現在も，放射性物質を含む草木類の焼却量等を調整

しながら，処理を継続する必要性があることから，最終処分量やその処理費用を軽減できないことなど

が課題となっています。しかしながら，放射能濃度は徐々に減少する傾向がみられることから，今後は，

最終処分量の削減や処理費の軽減を目指す必要があります。

最終処分量の推移

５．廃棄物処理費用に関する課題

１人当たりのごみ処理費の推移をみると，約 9,000～11,000 円の間で横ばい状況が続いています。今

後の処理費用の動向をみながら，ごみの減量やリサイクルに対する施策について検討していく必要があ

ります。

１人当たりのごみ処理費の推移（減価償却費を除く）

６．災害発生時の廃棄物処理に関する課題

現在，本市の災害発生時の廃棄物処理については，地域防災計画に位置付けています。しかし，東日

本大震災をはじめ，豪雨・竜巻・台風・地震等の甚大な被害をもたらす災害が近年増加していることか

ら，より迅速かつ円滑に対応できるよう災害廃棄物処理計画の策定や体制の整備が求められています。
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７．放射能に関する課題

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質を含むごみを焼却

した結果，指定廃棄物（放射能濃度が１キログラムあたり 8,000 ベクレルを超える焼却灰）が生じた

ため，柏市では仮保管を行っています。指定廃棄物については，国の責任のもと，適切な方法で処理

することとなっており，現在，指定廃棄物長期管理施設の候補地選定等が進められています。国が同

施設を確保するまで，指定廃棄物の適切な保管を継続する必要があります。

８．１市２制度について

柏市は旧柏市域と旧沼南町域の１市２制度が継続していることから，市民サービスの平準化に向け

て，その改善が求められています。


